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【はじめに】国際労働機関の看護職員勧告を満たし、日本看護協会の夜勤・交代制勤務に
関するガイドライン基準案（ 2012 年）にも則った 12 時間二交代制勤務に関する認識と、
現在の勤務体制への意識および今後についての考えを、病院の看護管理者を対象に調査し
たので報告する。  
【研究方法】全国の病床数 300 床以上の病院をインターネット上の病院検索サイトで検索
し、その看護管理者を対象に質問紙調査を実施した。データ分析は SPSS. Ver.19 を用い、
記述内容は質的帰納的分析を行った。  
【倫理的配慮】本研究は所属大学倫理委員会の承認を得た。対象者へは匿名性の保証と自
由意思による参加である旨を文書で説明した。  
【結果】1526 病院に質問紙を配布し 636 病院から回答があり（回収率 41.7%）、すべてを分
析対象とした。対象者は 50 歳代以上が 89.6%、女性が 93.9%、看護師の通算経験年数平均
32.7 年(SD 5.5)、当該病院での平均勤続年数 20.4 年(SD 12.9)で、職位は看護部長（看護
局長、総婦長）78.0%、現職位の通算年数平均 4.7 年(SD 3.9)であった。勤務病院は平均病
床数 443.6 床(SD 185.0)、看護師総数は平均 326.6 人(SD 213.4)、平成 23 年度離職率は平
均 8.7%(SD 4.4)、同年新卒離職率は平均 4.5%(SD 8.0)であった。看護師の交代勤務の勤務
体制（複数回答）は三交代制 59.3%、変則二交代制勤務（夜勤 16 時間等の夜勤の長い勤務）
65.7%、その他の勤務体制 14.3%であった。看護師の交代勤務の現状の問題点について「よ
く知っている」73.7%、12 時間二交代制勤務について「よく知っている」 58.8%であった。
勤務病院の看護師の交代勤務の現状の良否については「どちらともいえない」52.4%、今後
看護師の交代勤務体制を変更する考えは「とてもある」25.8%、「少しある」35.5%、勤務体
制変更の障害になるもの（複数回答）は「病棟看護師の理解」 66.5%、「その他（看護師不
足、労働組合の反対など）」 44.5%であった。  
【考察】看護管理者は交代勤務の現状の問題点や 12 時間二交代制勤務に関する認識は高く、
今後交代勤務の体制を変更する考えがあることが明らかになった。さらに、病棟看護師の
理解が変更の障害になるという認識が多いことがわかった。過労や離職が問題となってい
る現状では勤務体制の変更・改善は不可欠と思われるが、障害への認識が看護師の理解で
あれば、何より看護師自身の健康・生活のための勤務体制の変更であるとの啓発が重要と
思われる。激務の中では個人で知識や情報を得ることは難しいと思われるため、病院側が
院内研修等を行うことが有効であると考える。  
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